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渓
百
年
『
論
語
余
師
』
再
考

一
〇
七

一
、
前
言

　

江
戸
期
に
お
い
て
『
論
語
』
訓
蒙
書
は
数
多
く
作
成
さ
れ
た
。
代

表
的
な
訓
蒙
書
と
し
て
は
毛
利
貞
斎
『
重
改
論
語
集
註
俚
諺
鈔
』、

中
村
惕
斎
『
論
語
示
蒙
句
解
』、
渓
百
年
『
論
語
余
師
』
な
ど
が
知

ら
れ
る（
１
）。

　

こ
れ
ら
の
訓
蒙
書
は
江
戸
期
だ
け
で
は
な
く
、
明
治
期
に
も
読
者

を
得
て
い
る
。『
重
改
論
語
集
註
俚
諺
鈔
』
は
『
漢
文
叢
書
』
第
一

冊
（
博
文
館
、
一
九
一
三
）
に
、『
論
語
示
蒙
句
解
』
は
『
漢
籍
國

字
解
全
書
』
第
二
冊
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
二
六
）
に
、
溪

百
年
『
論
語
余
師
』
は
『
論
語
経
典
余
師　

宇
宙
無
上
大
宝　

附
・

大
学
中
庸
』（
日
吉
丸
書
房
、
一
九
〇
九
）、『
論
語
国
字
解
』（
宝
文

館
、一
九
一
〇
）
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
明
治
期
に
も
及
ぶ
『
論

語
』
訓
蒙
書
の
強
い
影
響
力
が
見
え
よ
う
。

渓
百
年
『
論
語
余
師
』
再
考

─
『
論
語
集
注
』
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て

─

青　

木　

洋　

司

　
『
経
典
余
師
』
は
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
板
行
の
『
経
典
余
師　

四
書
之
部
』
よ
り
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
板
行
の
『
経
典
余

師　

近
思
録
之
部
』
に
至
る
全
十
部
の
著
作
で
あ
る
。『
論
語
』
に

関
連
す
る
の
は
「
四
書
之
部
」
に
収
め
る
『
論
語
余
師
』、『
経
典
余

師　

四
書
序
之
部
』（
寛
政
四
年
・
一
七
九
年
板
行
）
に
収
め
る
「
論

語
序
説
」
関
連
部
分
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
『
経
典
余
師　

四
書
之
部
』
の
研
究
に
お
い
て
、
そ

の
解
釈
は
、
平
易
な
解
説
、
朱
子
学
的
な
解
釈
、
古
義
学
と
の
関
係

な
ど
種
々
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
未
解
明
の
部
分
は
多
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、江
戸
期
『
論
語
』
訓
蒙
書
の
一
端
と
し
て
、『
論

語
余
師
』
に
お
け
る
『
論
語
』
解
釈
を
『
論
語
集
注
』
と
の
関
係
を

中
心
と
し
て
検
討
す
る
。
底
本
は
天
明
六
年
本
『
経
典
余
師　

四
書

之
部
』
所
収
『
論
語
余
師
』
を
用
い
た
。

　

ま
た
、
本
稿
は
、
國
學
院
大
學
大
学
院
特
定
課
題
研
究
「
江
戸
期
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『
論
語
』
訓
蒙
書
の
研
究
」
及
び
日
本
学
術
振
興
会
、
科
学
研
究
費
、

基
礎
研
究
（
Ｃ
）
領
域
番
号19K

00061

「
江
戸
期
『
論
語
』
訓
蒙

書
の
基
礎
的
研
究
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

二
、
先
行
研
究
に
つ
い
て

　
『
経
典
余
師
』（
以
下
、
適
宜
、『
余
師
』
と
略
す
）
の
著
者
、
渓

百
年
は
、
本
姓
は
河
田
、
上
杉
謙
信
に
仕
え
た
河
田
長
親
の
後
裔
と

さ
れ
る
。
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
生
、天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
卒
。

讃
岐
出
身
の
儒
者
、
菊
池
黄
山
に
学
び
、
江
戸
、
京
都
、
大
坂
に
遊

学
し
た
人
物
で
あ
る
。

　

百
年
に
つ
い
て
は
、
一
連
の
『
経
典
余
師
』
が
版
を
重
ね
、
流
行

し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
鈴
木
俊
幸
氏
は
『
経
典
余
師
』
を
「
素
読

独
習
を
可
能
と
す
る
画
期
的
」な
著
作
で
あ
り
、「
自
学
す
る
読
者
用
」

と
す
る（
２
）。『

余
師
』
に
は
影
印
版
が
出
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
小
泉

吉
永
氏
は
以
下
の
よ
う
に
い
う（
３
）。

庶
民
を
巻
き
込
む
漢
籍
独
学
ブ
ー
ム
を
も
た
ら
し
た
点
、
自
学

自
習
に
適
し
た
学
習
参
考
書
の
ス
タ
イ
ル
を
生
み
出
し
た
点

で
、
近
世
庶
民
文
化
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
儒
教

経
典
を
庶
民
が
ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
受
容
し
て
い
っ
た
か
を

具
体
的
に
探
る
好
史
料
で
あ
ろ
う
。

　

鈴
木
氏
と
同
様
の
視
点
で
『
余
師
』
を
「
自
学
自
習
に
適
」
す
る

と
い
う
。
た
だ
し
、
小
泉
氏
の
い
う
「
漢
籍
独
学
ブ
ー
ム
」「
学
習

参
考
書
」
の
実
態
は
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
も
あ
る
。

　

右
の
よ
う
に
『
余
師
』
は
「
自
学
自
習
」
の
テ
キ
ス
ト
と
み
な
さ

れ
、
そ
の
流
行
な
ど
が
論
じ
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、『
経
典
余
師　

四
書
之
部
』（
以
下
、
適
宜
、「
四
書
之
部
」
と
略
す
）
の
解
釈
に
は

様
々
な
議
論
が
存
在
す
る
。

　

明
治
期
の
『
論
語
経
典
余
師　

宇
宙
無
上
大
宝 

附
・
大
学
中
庸
』

中
の
「
校
訂
論
語
経
典
余
師
附
言
」
は
「
此
書
の
註
解
は
総
て
朱
註

に
拠
り
た
り
」
と
す
る
。
同
じ
く
『
論
語
国
字
解
』
中
「
汎
例
」
は

「
宋
の
晦
庵
朱
先
生
の
集
註
を
本
と
す
と
雖
も
、
往
々
雑
ふ
る
に
、

本
邦
大
儒
、
林
羅
山
、
熊
沢
蕃
山
、
木
下
順
庵
、
伊
藤
仁
斎
父
子
、

荻
生
徂
徠
等
諸
家
の
説
を
以
て
し
た
り
。
殊
に
往
々
、
渓
氏
自
家
の

見
だ
し
」
と
す
る
。

　

明
治
期
で
は
、
朱
熹
の
注
釈
に
拠
る
と
す
る
も
の
、
朱
熹
を
本
と

し
、
江
戸
期
の
儒
者
、
著
者
渓
百
年
の
解
釈
を
交
え
る
と
す
る
も
の

が
存
在
し
、
見
解
は
分
か
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
近
年
で
も
同
様
で
あ
る
。
高
井
規
行
氏
は
「
四
書
之
部
」

中
の
『
大
学
余
師
』
を
検
討
し
、「
朱
子
の
解
釈
に
基
づ
き
、
日
本

的
解
釈
や
陽
明
学
的
解
釈
が
取
り
入
ら
れ
た
」
と
す
る（
５
）。
金
培
懿
氏

は
古
義
学
と
水
戸
学
の
影
響
を
論
じ
る（
６
）。
土
田
健
次
郎
氏
は
「
漢
籍



渓
百
年
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余
師
』
再
考

一
〇
九

学
習
の
機
会
を
得
難
い
者
の
た
め
に
仮
名
で
書
か
れ
た
自
習
書
」
で

あ
り
、「『
四
書
集
注
』
に
そ
っ
て
い
る
」
と
す
る（
７
）。

　

右
の
よ
う
に
、
明
治
期
以
来
、
朱
熹
の
注
釈
（『
四
書
章
句
集
注
』）

に
拠
る
と
す
る
も
の
、
江
戸
期
の
儒
者
を
交
え
る
と
す
る
も
の
、
古

義
学
、
陽
明
学
の
影
響
と
種
々
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

以
下
、「
四
書
之
部
」
の
理
解
に
資
す
る
「
凡
例
附
言
」「
大
成
至

聖
文
宣
皇
帝
孔
夫
子
」
を
検
討
し
た
い
。

三
、「
凡
例
附
言
」
に
つ
い
て

　
「
四
書
之
部
」
は
冒
頭
に
「
凡
例
附
言
」
が
九
条
あ
り
、
読
み
方
、

学
び
方
、
体
裁
な
ど
が
示
さ
れ
る
。
続
い
て
、「
大
成
至
聖
文
宣
皇

帝
孔
夫
子
」
が
八
条
あ
り
、
尊
号
、
孔
子
の
生
年
、
日
本
の
儒
学
史

な
ど
が
示
さ
れ
る
。

　
「
凡
例
附
言
」
に
は
「
字じ
つ

策き

」
を
用
い
た
読
み
方
も
丁
寧
に
示
さ

れ
て
い
る（
８
）。こ

れ
は
本
書
を
使
用
す
る
初
学
者
へ
の
配
慮
で
あ
ろ
う
。

こ
の
他
に
も
、
江
戸
期
の
『
論
語
』
訓
蒙
書
を
検
討
す
る
上
で
、
注

目
す
べ
き
点
は
存
在
す
る
が
、
解
釈
に
関
連
す
る
も
の
を
確
認
し
た

い
。「
凡
例
附
言
」
の
冒
頭
に
「
○
第
一
義
」
と
し
て
次
の
記
述
が

見
え
る
。

聖せ
い
じ
ん人
の
道み
ち

と
ハ
、
天て
ん
か下
国こ
つ
か家
を
治を
さ

む
る
よ
り
し
て
、
一い
ち
に
ん己
の
身み

の
行を
こ
な
ひ状
を
修を
さ
む
る
の
道み
ち

な
り
。
人
々
日に
ち
よ
う用
の
教を
し
へ
に
し
て
、
貴き
せ
ん賤

老ら
う
よ
う幼
の
ま
な
ば
で
か
な
は
ざ
る
も
の
な
り
。
中
に
も
人
の
上か
み

と

し
て
は
元も
と

よ
り
、ゆ
る
が
せ
に
こ
ゝ
ろ
う
べ
か
ら
ず
。
…
。（「
四

書
之
部
」
凡
例
附
言
、
原
文
に
句
読
点
等
無
し
、
筆
者
が
補
っ

た
。
以
下
同
じ
。）

　
「
聖
人
の
道
」
と
は
、
上
は
天
下
国
家
を
治
め
る
も
の
で
あ
り
、

下
は
各
人
の
修
身
の
道
で
あ
る
。
人
々
の
日
用
の
教
え
で
あ
っ
て
、

身
分
、
年
齢
の
上
下
な
く
、
学
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

本
条
に
見
え
る
「
聖
人
の
道
」
以
下
の
内
容
は
「
大
学
章
句
序
」

及
び
『
大
学
章
句
』
を
踏
ま
え
る（
９
）。

た
だ
し
、
朱
子
学
の
学
習
へ
の

直
接
的
な
言
及
は
な
く
、
学
問
の
第
一
義
を
「
聖
人
の
道
」
の
学
習

と
す
る
。

　

続
け
て
、
百
年
の
い
う
「
聖
人
の
教
」
と
「
四
書
之
部
」
と
の
関

係
を
次
の
記
述
か
ら
確
認
し
た
い
。

誠ま
こ
とに

聖せ
い
じ
ん人

の
教を
し
へ、

人
々
な
ら
ふ
べ
き
こ
と
な
り
。
男な
ん
し子

は
も
ち

ろ
ん
、
女に
よ
し子

と
い
へ
ど
も
、
位く
ら
ゐあ

る
方か
た

ハ
、
朝あ
さ
ゆ
う夕

左さ
ゆ
う右

に
あ
る

べ
し
。
世よ

に
大や
ま
と
せ
う
が
く

和
小
学
・
女を
ん
な
だ
い
が
く

大
学
な
ど
、
人
の
道み
ち

を
や
は
ら
げ

て
、
重ち
や
う
ほ
う宝の
書し
よ

も
あ
れ
ど
、
聖せ
い
じ
ん人
の
詞こ
と
ばづ
か
ひ
な
ら
ぬ
ゆ
へ
に

益ゑ
き

な
し
。
そ
の
訳わ
け

は
右み
ぎ
や
う様
の
た
ぐ
ひ
の
書し
よ

は
、
手て

に
と
れ
ば
よ

め
や
す
く
、
手て

を
は
な
て
ば
、
た
ち
ま
ち
わ
す
れ
や
す
き
な
り
。

今い
ま

こ
の
餘よ

し師
の
法
は
、
学が
く
し
や者
の
読ど
く
し
よ書
の
ご
と
く
、
ち
く
と
胸け
う
ち
う中
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に
そ
の
語こ
と
ばを
し
た
ゝ
め
て
、
聖せ
い
じ
ん人
の
詞こ
と
ばづ
か
ひ
を
よ
み
覚を
ぼ

ゆ
る

が
ゆ
へ
に
、
仁じ
ん
ぎ義
の
道み
ち

、
心
に
そ
み
わ
た
る
な
り
と
こ
ゝ
ろ
う

べ
し
。（
同
前
）

　
「
聖
人
の
教
」
は
、
男
子
は
も
ち
ろ
ん
、
高
位
の
女
子
も
習
う
べ

き
も
の
で
あ
る
。
世
に
流
行
す
る
、
山
崎
闇
斎
『
大
和
小
学
』、
貝

原
益
軒
『
女
大
学
』
な
ど
は
重
宝
の
書
物
で
あ
る
け
れ
ど
も
、「
聖

人
の
詞
づ
か
ひ
」
で
は
な
い
た
め
、
無
益
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
物

は
、
読
み
や
す
く
、
忘
れ
や
す
い
。
そ
の
反
面
、「
四
書
之
部
」
は
、

『
大
和
小
学
』『
女
大
学
』
と
は
異
な
る
性
格
で
あ
り
、「
聖
人
の
詞

づ
か
ひ
」
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
仁
義
の
道
が
心
に
備

わ
る
も
の
で
あ
る
。

　

前
出
高
井
氏
は
本
条
を
引
用
し
、『
余
師
』
を
「
聖
人
の
言
葉
使

い
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
書
物
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
改

め
る
べ
き
で
あ
る
。
本
条
に
見
え
る
『
大
和
小
学
』『
女
大
学
』
に

は
闇
斎
や
益
軒
の
言
葉
が
掲
載
さ
れ
る
に
過
ぎ
ず
、
聖
人
の
言
葉
で

は
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、「
四
書
之
部
」
は
聖
人
の
言
葉
、
こ
の
場

合
は
経
文
を
掲
載
し
、
そ
の
学
習
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
指
す
の
で

あ
ろ
う
。

　

こ
れ
は
「
扨さ
て

、
学ま
な
ぶの
法ほ
ふ

、
上う
へ

に
あ
る
読ど
く
ほ
ふ法
の
如ご
と

く
、
本ほ
ん
も
ん文
の
文も
ん
じ字

を
跡あ
と

へ
か
へ
り
よ
む
。
是こ
れ

聖せ
い
じ
ん人
の
詞こ
と
ばな
り
」（「
四
書
之
部
」
凡
例
附

言
）
と
す
る
よ
う
に
、
本
文
（
経
文
）
を
「
聖
人
の
詞
」
と
す
る
こ

と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
は
闇
斎
や
益
軒
を
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
著
作

『
大
和
小
学
』『
女
大
学
』
を
批
判
の
対
象
と
し
て
い
た
こ
と
を
確
認

し
た
。
続
い
て
、
江
戸
期
の
儒
者
へ
の
言
及
を
確
認
し
た
い
。「
凡

例
附
言
」
に
は
、
伊
藤
仁
斎
を
「
其そ
の
ひ
と人
寛く
は
ん
じ
ん
仁
の
長ち
や
う
じ
や者に
て
、
め
づ
ら

し
き
大た
い
じ
ゆ儒

」、
荻
生
徂
徠
を
「
文ぶ
ん
が
く
ぶ
へ
ん

学
武
辺
に
通つ
う
だ
つ達

し
、
治ち
ら
ん
ゆ
う
よ
う

乱
有
用
の

器き
り
や
う量

」
な
ど
と
江
戸
期
の
儒
者
を
論
評
す
る
箇
所
が
存
在
す
る）

（1
（

。
こ

の
た
め
、
一
見
す
る
と
、
仁
斎
の
人
格
、
徂
徠
の
学
問
を
評
価
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
閑か
ん
さ
ん
ろ
く

散
禄
と
い
へ
る
書し
よ

に
く
は
し
け

れ
ば
」、「
閑か
ん
さ
ん
ろ
く

散
禄
に
出い
で

し
た
れ
ど
も
」
と
あ
る
よ
う
に
、
南
川
維
遷

の
『
閑
散
餘
録
』
に
基
づ
く
評
価
で
あ
る
。
闇
斎
と
そ
の
後
学
た
ち

へ
の
言
及
は
『
閑
散
餘
録
』
を
踏
ま
え
な
い
よ
う
に
見
え
る）

（（
（

。
し
か

し
、
実
際
に
は
『
閑
散
餘
録
』
に
基
づ
い
て
い
る
。
前
出
高
井
氏
は

「
凡
例
附
言
」
に
見
え
る
江
戸
期
の
儒
者
二
五
名
の
う
ち
、
二
四
名

が
『
閑
散
餘
録
』
と
一
致
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、「
凡

例
附
言
」
は
『
閑
散
餘
録
』
に
大
き
く
依
拠
し
、
江
戸
期
の
儒
者
に

言
及
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
「
大
成
至
聖
文
宣
皇
帝
孔
夫
子
」
に
は
次
の
記
述
も

見
え
る
。

江こ
う
と都
の
御ご
せ
い
ど
う

政
道
に
な
り
て
、
惺せ
い
く
ハ窩
・
道
ど
う
し
ゆ
ん春
二じ
せ
ん
せ
い

先
生
と
な
へ
玉
ひ

し
よ
り
、
程て
い
し
ゆ
し

朱
子
の
学が
く

、
天て
ん

下か

盛さ
か
んに
な
れ
り
。
度わ
た
ら
い會
・
山や
ま
ざ
き崎
二



渓
百
年
『
論
語
余
師
』
再
考

一
一
一

先
生
は
儒じ
ゆ

に
し
て
巫ふ
し
ゆ
く祝
の
学が
く

を
兼か
ね

た
り
。
仁じ
ん
さ
い
せ
ん
せ
い

斎
先
生
は
古こ

ぎ義
の

一い
つ
か家
を
立た
つ

、
徂そ
ら
い
せ
ん
せ
い

来
先
生
は
復ふ
つ
こ古
の
文ぶ
ん
し
や
う章
を
唱と
な
へ、
遂つ
ゐ

に
天て
ん
か下
の

儒じ
ゆ
ふ
う
さ
ん
ひ
ん

風
三
品
と
な
る
。
朱し
ゆ
し子
・
仁じ
ん
さ
い斎・
徂そ
ら
い来
是こ
れ

な
り
。
就な
か
ん
づ
く中、
西
山

明
公
は
、
文ぶ
ん
ぶ
か
ね

武
兼
玉
ひ
、
聡そ
う
め
い
ゑ
い
び
ん

明
叡
敏
、
天て
ん
ち
や
う朝
の
真し
ん
が
く学
、
そ
の

中ち
う
せ
い正
の
第だ
い
い
ち一
な
り
。
其そ
の
こ
と事
は
天て
ん
ち
や
う朝
の
規き
か
く格
を
戴
い
た
ゞ
きき
、
儒じ
ゆ
け
う教
を

羽う
よ
く翼

と
し
、
仏ぶ
つ

も
妄み
だ
りに

廃は
い

し
給
は
ざ
る
な
り
。
元ぐ
は
ん
ら
い来、

天て
ん
ち
や
う朝の

道み
ち

は
、
大た
い
せ
い正

の
規き
り
つ律

定じ
や
う
そ
く

則
あ
り
て
、
儒じ
ゆ
ぶ
つ仏

を
馭ま
じ
ゆる

こ
と
決け
つ

し
て

有あ
る

べ
か
ら
ず
。
公こ
う

自み
づ

か
ら
称し
や
うし

て
文ぶ
ん
が
く学

を
任に
ん

と
し
玉
ふ
。
因よ
つ

て

公こ
う

の
学
ま
な
び

給
ふ
処
、こ
れ
を
天て
ん
ち
や
う朝の

正せ
い
が
く学

と
す
。
専せ
ん
も
ん門

の
儒じ
ゆ
が
く学

は
、

右
の
三さ
ん
ひ
ん品

な
り
。
近き
ん
ら
い来

一い
つ
か家

を
建た
つ

る
も
の
す
く
な
か
ら
ず
。
何
い
づ
れ

も
少す
こ

し
斗ば
か
りの
識し
き
け
ん見
異こ
と

な
れ
ど
も
、皆み
な
さ
ん
ひ
ん

三
品
の
末ば
つ
り
う流
と
知し

る
べ
し
。

…
。（「
四
書
之
部
」
大
成
至
聖
文
宣
皇
帝
孔
夫
子
）

　

藤
原
惺
窩
、
林
羅
山
に
よ
り
、
程
朱
学
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
始
ま
り
、
度
会
延
佳
と
山
崎
闇
斎
、
伊
藤
仁
斎
、
荻
生
徂
徠
の
学

派
に
言
及
し
、
朱
子
学
、
古
義
学
、
古
文
辞
学
の
流
行
を
述
べ
る
。

続
け
て
、
西
山
明
公
（
徳
川
光
圀
）
を
「
天
朝
の
真
学
、
そ
の
中
正

の
第
一
」
と
評
価
す
る
。
徳
川
光
圀
は
『
閑
散
餘
録
』
に
全
く
見
え

な
い
た
め
、
百
年
独
自
の
部
分
で
あ
る
。

　

本
条
に
は
、
朱
子
学
、
古
義
学
、
古
文
辞
学
の
流
行
、
徳
川
光
圀

へ
の
思
慕
が
見
え
る
。
江
戸
期
の
学
術
に
つ
い
て
は
、「
三
品
」と
し
、

各
学
派
が
並
び
立
っ
た
こ
と
を
示
す
。
た
だ
し
、
尊
崇
す
る
学
派
は

示
さ
ず
、
並
列
に
と
ど
め
る
。
こ
の
傾
向
は
「
四
書
之
部
」
に
も
見

え
る
。『
大
学
余
師
』
冒
頭
に
は
、僅
か
に
「
朱し
ゆ

ハ
氏う
ぢ

、熹き

ハ
名な

な
り
。

宋そ
う

の
世よ

の
大た
い
じ
ゆ儒
先せ
ん
せ
い生
也
」
と
あ
り
、
尊
崇
も
窺
え
る
。
し
か
し
、
こ

れ
以
外
に
は
直
接
的
な
言
及
は
少
な
い
。
続
い
て
、『
論
語
余
師
』

に
見
え
る
『
論
語
』
解
釈
を
検
討
し
た
い
。

四
、『
論
語
余
師
』
の
体
裁
と
そ
の
解
釈
に
つ
い
て

　
『
論
語
余
師
』
の
体
裁
は
、
上
段
は
経
文
の
書
き
下
し
文
で
あ
り
、

置
き
字
は
○
で
囲
ま
れ
、
再
読
文
字
は
二
度
読
む
こ
と
が
示
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
。
底
本
、
経
文
の
書
き
下
し
文
、
章
句
の
分
類
は
『
四

書
章
句
集
注
』（
以
下
、
適
宜
『
集
注
』
と
略
す
）
に
基
づ
く
。

　

下
段
は
経
文
一
行
で
、
和
文
で
割
注
、
注
釈
に
は
適
宜
、
振
り
仮

名
が
附
さ
れ
る
。
振
り
仮
名
に
は
「
大か
ら
う夫
」「
覇し
や
う
ぐ
ん者
」「
為ひ
と
が
ら人
」

「
節ほ
ど
よ
き文
」
な
ど
和
訓
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る）

（1
（

。
こ
れ
ら
は
本
書

の
対
象
読
者
で
あ
る
初
学
者
、
及
び
、
そ
の
使
用
目
的
で
あ
る
「
自

学
自
習
」
の
た
め
に
、
理
解
を
容
易
に
す
る
配
慮
で
あ
ろ
う
。

　

和
訓
以
外
の
初
学
者
へ
の
配
慮
と
し
て
は
、「
周
有
八
士
」
章
に

以
下
の
記
述
が
見
え
る
。

周し
う

の
第だ
い
さ
ん三

成せ
い
わ
う王

の
御ぎ
よ
う宇

、
一
人
の
母は
ゝ

八
人
の
賢け
ん
し子

を
乳う
み

た
り
し

例た
め
しあ

り
。
伯は
く
ち
う
し
ゆ
く
き

仲
叔
季
ハ
、
天て
ん
ち
や
う朝の

太た
ら
う郎

・
二じ
ら
う郎

・
三さ
ぶ
ら
う郎

・
四し
ら
う郎



一
一
二

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
六
輯

の
如ご
と

く
、
兄あ
に

を
伯は
く

と
し
、
次つ
ぎ

を
叔し
ゆ
くと
す
。
…
。（『
論
語
余
師
』

微
子
）

　

周
に
い
た
有
能
な
八
人
に
つ
い
て
の
章
で
あ
る
。『
集
注
』
に
基

づ
き
、
一
人
の
母
が
八
人
の
賢
人
を
産
ん
だ
と
す
る
。
続
け
て
、
経

文
に
見
え
る
伯
・
仲
・
叔
・
季
は
、
日
本
で
言
え
ば
、
太
郎
・
次
郎
・

三
郎
・
四
郎
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
兄
を
伯
、
弟
を
叔
と
す
る
。

経
文
の
語
を
日
本
の
文
言
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
手
法
で
あ
る
。

　

ま
た
「
力
不
足
者
、
道
而
廢
」
章
に
は
以
下
の
記
述
が
見
え
る
。

た
と
へ
ば
、
関く
は
ん
と
う東へ

行ゆ
か

ん
に
、
箱は
こ
ね根

山や
ま
へ
ん辺

に
て
廃や
み

な
バ
、
何な
に

の

益え
き

か
あ
ら
ん
。
中み
ち
な
か
ば道

に
廃す
つ

と
は
是こ
れ

な
り
。
…
。（『
論
語
余
師
』

雍
也
）

　

経
文
の
「
中
道
而
廢
」
を
、西
か
ら
関
東
に
行
こ
う
と
す
る
の
に
、

箱
根
で
止
め
て
し
ま
う
こ
と
に
喩
え
る
。
こ
こ
で
は
、先
ほ
ど
の「
天

朝
」
は
な
く
、「
た
と
へ
ば
」
と
し
て
、
日
本
の
地
名
に
置
き
換
え

て
分
か
り
や
す
く
解
釈
し
て
い
る
。
先
ほ
ど
と
同
じ
解
釈
手
法
で
あ

り
、
こ
れ
も
初
学
者
へ
の
配
慮
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
は
「
四
書
之
部
」
に
多
く
見
え
る
た
め
、
特
徴
的
に
見
え

る）
（1
（

。
こ
れ
ら
の
初
学
者
へ
の
配
慮
か
ら
、「
平
易
な
解
説
を
加
え
た

も
の
」
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
江
戸
期
『
論
語
』

訓
蒙
書
に
多
く
用
い
ら
れ
る
解
釈
手
法
で
あ
る）

（1
（

。
そ
の
た
め
、「
四

書
之
部
」
の
み
の
特
徴
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
注
目
す
べ
き

は
従
来
よ
り
、
多
く
議
論
と
な
る
『
論
語
余
師
』
と
『
集
注
』
と
の

関
係
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
両
書
の
関
係
を
検
討
し
た
い
。

（
１
）『
論
語
集
注
』
に
基
づ
く
解
釈

　
「
巧
言
令
色
」
章
（
学
而
）
を
取
り
上
げ
、『
論
語
余
師
』
と
『
集

注
』
と
の
関
係
を
確
認
し
た
い
。
経
文
「
子
曰
、
巧
言
令
色
、
鮮
矣

仁
」
に
次
の
記
述
が
見
え
る
。

巧
、
好
。
令
、
善
也
。
好
其
言
、
善
其
色
、
致
飾
於
外
、
務
以

悅
人
、
則
人
欲
肆
而
本
心
之
德
亡
矣
。
聖
人
辭
不
迫
切
、
專
言

鮮
、
則
絶
無
可
知
、
學
者
所
當
深
戒
也
。
○
程
子
曰
、
知
巧
言

令
色
之
非
仁
、
則
知
仁
矣
。（『
論
語
集
注
』
学
而
）

言こ
と
ばを
巧た
く
みに
し
て
、
へ
つ
ら
ひ
笑わ
ら
ふな
ど
、
顔が
ん
し
よ
く色を
令あ
や

ど
る
類た
ぐ
いの
人

ハ
、
物も
の

を
仁そ
だ
でめ
ぐ
む
の
心
、
け
つ
し
て
鮮な
き

も
の
な
り
と
の
仰お
ふ
せな

り
。
鮮す
く
な
し矣
と
ハ
、
聖せ
い
じ
ん人
寛ゆ
う
び裕
の
御
詞
に
し
て
、
実じ
つ

に
な
き
も
の

な
り
と
の
意こ
ゝ
ろと

し
る
べ
し
。（『
論
語
余
師
』
学
而
）

　

右
の
よ
う
に
両
書
を
並
べ
る
と
、
多
く
の
箇
所
は
『
集
注
』
に
基

づ
く
こ
と
が
分
か
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、『
集
注
』
で
は
「
聖
人

の
辭
、
迫
切
な
ら
ず
、
專
ら
鮮
し
と
言
へ
ば
、
則
ち
絶
へ
て
無
き
こ

と
知
る
べ
し
」
と
、経
文
の
「
鮮
」
を
「
絶
無
」
と
し
て
解
釈
す
る
。

『
論
語
余
師
』
で
は
「
鮮
矣
と
は
、
聖
人
寛
裕
の
御
詞
に
し
て
、
実

に
な
き
も
の
な
り
」
と
「
鮮
矣
」
を
解
釈
す
る
。『
集
注
』
に
基
づ
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三

く
の
は
明
白
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
両
書
に
は
異
な
る
点
も
存
在
す
る
。
第
一
は
「
巧
は
、

好
な
り
。
令
は
、
善
な
り
」
と
す
る
語
注
の
省
略
で
あ
る
。
第
二
は

「
程
子
曰
」以
下
の
圏
外
の
説
の
省
略
で
あ
る
。
こ
れ
は「
巧
言
令
色
」

章
の
み
で
は
な
く
、『
論
語
余
師
』
全
体
で
も
同
様
で
あ
り
、
語
注

は
省
略
さ
れ
、
多
く
の
場
合
、
圏
外
の
説
は
省
略
さ
れ
る）

（1
（

。
ま
た
、

本
章
に
は
見
え
な
い
が
、
音
注
も
省
略
さ
れ
る
。

　

本
章
に
お
い
て
、『
論
語
余
師
』
で
は
、『
集
注
』
の
○
印
（
圏
点
）

以
下
に
引
用
さ
れ
て
い
る
程
子
の
い
う
「
巧
言
令
色
が
仁
で
な
い
の

理
解
す
れ
ば
、
仁
を
理
解
し
て
い
る
と
言
え
る
」
を
省
略
し
て
い
る

の
は
象
徴
的
で
あ
る
。
こ
こ
に
注
目
す
れ
ば
、
朱
子
の
本
注
の
み
を

用
い
、
補
説
的
な
注
釈
は
言
及
せ
ず
、
省
略
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。
次
に
こ
の
問
題
を
検
討
し
た
い
。

（
２
）
補
説
的
な
注
釈

　

こ
こ
で
は
補
説
的
な
注
釈
に
つ
い
て
「
奢
則
不
孫
」
章
（
述
而
）

を
取
り
上
げ
、
対
比
し
て
検
討
し
た
い
。
経
文
「
子
曰
、
奢
則
不
孫
、

儉
則
固
。
與
其
不
孫
也
、
寧
固
」
に
次
の
記
述
が
見
え
る
。

孫
、
去
聲
。
○
孫
、
順
也
。
固
、
陋
也
。
奢
儉
倶
失
中
。
而
奢

之
害
大
。
○
晁
氏
曰
、
不
得
已
而
救
時
之
弊
也
。（『
集
注
』
述

而
）

凡す
べ

て
奢を
ご
りを
為な
す

者も
の

ハ
、
物も
の

ご
と
不ふ
そ
ん孫
な
り
。
又ま
た

倹け
ん
や
く約
な
る
者
は
極
き
は
め

て
挙ふ
る
ま
い動
固い
や

し
き
も
の
な
り
。
何い
づ
れも
中ち
う
よ
う庸
な
ら
ぬ
病や
ま
ひな
り
。
然
ど

も
一い
つ
ぽ
う方
を
と
る
な
ら
バ
、
其そ
の
た
か
ぶ
る
み
も
ち

不
孫
身
持
を
為せ
ん
よ
り与
は
、
寧そ
れ

よ
り

固い
や
し
くと
も
身み

を
ひ
か
へ
る
方か
た

が
勝ま
さ
りし
と
仰を
ふ

せ
ら
れ
し
。
○
古
人

の
言
行
録
に
も
、
身み

の
程ほ
ど

を
知
れ
と
仰を
ふ
せら
れ
、
ま
た
上う
え

を
見み

な

と
の
仰
あ
り
し
。
世よ

よ
是こ
れ

を
五ご

じ字
七し
ち
じ字

の
御を
ん
お
し
へ教と

伝つ
た

へ
侍は
べ

る
。

則す
な

は
ち
こ
の
意い

な
り
。（『
論
語
余
師
』
述
而
）

　
『
集
注
』
で
は
圏
点
以
下
に
、
圏
外
の
説
と
し
て
、
晁
氏
の
「
や

む
を
得
ず
、時
勢
の
弊
害
を
救
お
う
と
し
て
発
言
し
た
」を
引
く
。『
論

語
余
師
』
で
は
圏
点
以
下
に
「
古
人
の
言
行
録
」
と
し
、
徳
川
家
康

の
「
身
の
程
を
知
れ
」「
上
を
見
な
」
を
引
用
し
、
こ
れ
を
本
章
の

大
意
と
す
る
。

　
『
論
語
余
師
』
で
は
『
集
注
』
の
音
注
、
語
注
を
省
略
し
て
い
る
。

ま
た
、
圏
点
以
下
に
お
い
て
、『
集
注
』
で
は
晁
氏
の
い
う
、
本
章

の
孔
子
の
言
は
時
勢
に
関
係
あ
る
と
す
る
の
説
を
引
き
、『
論
語
余

師
』
で
は
異
な
る
「
古
人
の
言
行
録
」
を
引
く
。

　
「
奢
則
不
孫
」
章
で
は
圏
点
以
下
の
解
釈
を
『
集
注
』
の
晁
氏
の

説
で
は
な
く
、
別
人
の
説
を
用
い
る
。
こ
こ
で
は
、
圏
点
以
下
の
補

説
的
な
注
釈
を
改
め
る
こ
と
に
留
ま
る
が
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
圏

点
を
用
い
な
い
注
釈
に
も
同
様
の
例
は
見
え
る
。

　

次
は
「
誦
詩
三
百
、授
之
以
政
不
達
」
章
（
子
路
）
を
取
り
上
げ
、
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対
比
し
て
検
討
し
た
い
。
経
文
「
子
曰
、
誦
詩
三
百
、
授
之
以
政
、

不
達
。
使
於
四
方
、
不
能
專
對
。
雖
多
、
亦
奚
以
為
」
に
次
の
記
述

が
見
え
る
。

使
、
去
聲
。
專
、
獨
也
。
詩
本
人
情
、
該
物
理
、
可
以
驗
風
俗

之
盛
衰
、
見
政
治
之
得
失
。
其
言
温
厚
和
平
、
長
於
風
諭
。
故

誦
之
者
、
必
達
於
政
而
能
言
也
。
○
程
子
曰
、
窮
經
將
以
致
用

也
。
世
之
誦
詩
者
、
果
能
從
政
而
專
對
乎
。
然
則
其
所
學
者
、

章
句
之
末
耳
、
此
學
者
之
大
患
也
。（『
集
注
』
子
路
）

此こ
の
だ
ん段

詩し
け
う経

の
徳と
く

と
并
に
学が
く
も
ん問

の
法ほ
ふ

、
日に
ち
よ
う用

の
事ご
と

に
行を
こ

な
ふ
べ
き

を
論ろ
ん

じ
玉
ふ
。
そ
れ
詩し

ハ
人に
ん
じ
や
う情に

通つ
う

じ
、
物も
の

の
名な

を
知
り
、
世

の
盛せ
い
す
い衰
、
政
ま
つ
り
ご
とご
と
の
得と
く
し
つ失
を
見み

る
。
そ
の
徳と
く

ハ
、温て
あ
つ
く
や
は
ら

厚
和
平
ぎ
、

言も
の
い
ひ語
に
達た
つ

す
べ
き
な
り
。然し
か
るに
徒
い
た
づ
らに
学ま
な
びて
文も
ん
じ字
を
翫も
て
あ
そ
ぶ弄の
輩
と
も
が
らハ
、

仮た
と
ひ令
詩し

三
百
篇へ
ん

尽こ
と
ゞ
ゝく
誦
そ
ら
ん
じじ
た
り
と
も
、
政せ
い
む務
を
授さ
づ

か
り
て
、

事こ
と

に
達た
つ

せ
不ず

、
四い
づ
か
た方
へ
君き
み

の
命め
い

を
使つ
た
へて
も
、
そ
の
意ゐ

達た
っ

せ
ず
。

大た
い
せ
つ節

な
る
事こ
と

に
臨り
ん
き
を
う
へ
ん

機
応
変
し
て
専
ひ
と
り
こ
た
ふ

対
る
事こ
と

能あ
た

ハ
ざ
る
ハ
誠ま
こ
とに

益ゐ
き

な
し
と
い
ふ
べ
し
。
し
か
る
と
き
は
仮た
と
ひ令

多お
ほ

く
学ま
な
びた

り
と
も
、

奚な
に
ゝ
か
せ
ん

以
為
と
仰を
ふ
せら

れ
し
。
黄こ
う
も
ん
め
い
こ
う

門
明
公
の
仰お
ふ
せせ

に
も
、
今い
ま
ど
き時

の
儒じ
ゆ
し
や者

と
い
ふ
ハ
、
大お
ほ

か
た
四し
し
よ
ご
け
う

書
五
経
を
講こ
う

じ
、
詩し
ぶ
ん文
を
以も
つ

て
門も
ん
じ
ん人
を

取と
る

こ
と
に
て
、
政せ
い
む務
に
達た
つ

せ
ず
、
こ
れ
多お
ほ

し
と
い
へ
ど
も
、

奚な
に
ゝ
か
せ
ん

以
為
と
の
こ
ゝ
ろ
な
り
と
。（『
論
語
余
師
』
子
路
）

　

両
書
の
解
釈
を
見
る
と
、『
論
語
余
師
』
で
は
『
詩
経
』
は
人
情

に
基
づ
き
、
物
の
名
称
を
理
解
し
、
世
の
盛
衰
や
政
治
の
得
失
を
理

解
で
き
る
と
し
て
お
り
、『
集
注
』
に
基
づ
い
て
い
る
。

　

異
な
る
点
と
し
て
は
、『
集
注
』
の
圏
外
に
は
、
程
子
の
「
世
の

中
の
学
者
は
政
務
に
従
事
で
き
る
だ
ろ
う
か
」
と
す
る
説
を
引
く
。

一
方
、『
論
語
余
師
』
に
は
、
黄
門
明
公
（
徳
川
光
圀
）
の
い
う
、

儒
者
は
四
書
五
経
を
講
じ
、
詩
文
に
よ
っ
て
弟
子
を
取
る
が
、
政
務

に
は
達
し
な
い
と
す
る
説
を
引
き
、
こ
れ
を
本
章
の
大
意
と
す
る）

（1
（

。

　

程
子
と
光
圀
と
の
言
は
、
儒
者
の
政
務
の
従
事
に
関
す
る
点
が
類

似
す
る
が
、
当
然
、
別
の
説
で
あ
る
。『
論
語
余
師
』
に
お
い
て
『
集

注
』
に
引
く
程
氏
の
説
を
省
略
し
、
そ
れ
を
改
め
、
光
圀
の
言
を
掲

載
す
る
点
は
重
要
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
検
討
し
た
よ
う
に
、『
論
語
余
師
』に
は
全
体
を
通
し
て
、

『
朱
子
語
類
』
や
『
四
書
或
問
』
な
ど
の
朱
子
や
朱
子
学
に
関
連
す

る
他
の
著
作
か
ら
の
引
用
は
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
江
戸
初
期
か
ら

中
期
の
『
論
語
』
訓
蒙
書
に
見
え
る
『
論
語
大
全
』
を
始
め
と
す
る

明
代
の
『
論
語
』
注
釈
書
の
影
響
も
存
在
し
な
い
。
朱
子
学
に
関
連

す
る
文
献
で
は
『
論
語
集
注
』
の
み
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
分

か
る
よ
う
に
、『
論
語
余
師
』
は
『
集
注
』
や
朱
子
学
へ
の
深
い
理

解
を
目
指
し
て
作
成
さ
れ
た
著
作
で
は
な
い
。
初
学
者
に
向
け
て
、

『
集
注
』
を
用
い
、「
聖
人
の
道
」
の
学
習
を
目
的
と
し
た
著
作
で
あ

る
。
た
だ
し
、
補
説
的
な
注
釈
と
し
て
、「
古
人
の
言
行
録
」
や
「
黄
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門
明
公
」
な
ど
も
引
用
さ
れ
る
た
め
、『
集
注
』
を
引
き
写
し
た
著

作
で
は
な
い
。

　
『
集
注
』
と
の
違
い
は
、「
弟
子
孰
爲
好
學
」（
先
進
）
章
に
お
い

て
も
明
白
で
あ
る
。
経
文
「
季
康
子
問
、
弟
子
孰
爲
好
學
。
孔
子
對

曰
、
有
顏
囘
者
、
好
學
。
不
幸
短
命
死
矣
。
今
也
則
亡
」
に
次
の
記

述
が
見
え
る
。

好
、
去
聲
。
○
范
氏
曰
、
哀
公
・
康
子
問
同
而
對
有
詳
略
者
、

臣
之
告
君
、
不
可
不
盡
。
若
康
子
者
、
必
待
其
能
問
乃
告
之
。

此
敎
誨
之
道
也
。（『
集
注
』
先
進
）

魯ろ

の
大か
ろ
う夫

季き
か
う
し

康
子
の
問と
ひ

な
り
。
以い

か下
ま
へ
に
説と
き

た
れ
ば
、
略り
や
くし

ぬ
。（『
論
語
余
師
』
先
進
）

　
『
集
注
』
で
は
、
圏
外
の
説
に
、
范
氏
の
い
う
「
哀
公
と
康
子
と

で
は
質
問
が
同
じ
で
あ
る
に
、
そ
の
答
え
に
詳
略
が
あ
る
理
由
」
に

関
す
る
説
を
引
く
。『
論
語
余
師
』
で
は
、
こ
れ
と
異
な
り
、
季
康

子
が
魯
の
大
夫
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
前
に
解
釈
し
た
た
め
、
省
略

す
る
、
と
い
う
。
前
と
は
周
知
の
よ
う
に
雍
也
篇
の
哀
公
が
「
弟
子

孰
爲
好
學
」
と
問
う
た
こ
と
を
指
す
。
た
だ
し
、
ど
ち
ら
の
章
に
も

詳
略
に
関
す
る
言
及
は
な
い
。
本
章
で
は
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
な
い
。

　

朱
子
学
の
学
習
に
関
す
る
言
説
と
し
て
は
、『
経
典
余
師　

四
書

序
之
部
』（
以
下
、
適
宜
、「
四
書
序
之
部
」
と
略
す
）
に
次
の
よ
う

に
見
え
る
。

○
朱し
ゆ
し子
の
学が
く

を
致い
た
さん
と
な
ら
ば
、精せ
い
ぎ義
・
或わ
く
も
ん問
・
輯し
う
り
や
く略・
全ぜ
ん
し
よ書
・

語ご
る
い
と
う

類
等
を
見み

ず
し
て
分ぶ
ん
め
い明
な
り
が
た
し
。
近き
ん
ら
い来
ハ
兎と

か
く
宋そ
う
が
く学

を
浅あ
さ
ち
か近
な
る
や
う
に
思
お
も
ふ

人ひ
と

多お
ほ

し
。
学が
く
も
ん問
を
深し
ん
せ
つ切
に
学ま
な
びざ
る
謬あ
や
ま
り誤

な
り
。
徂そ
ら
い来
・
仁じ
ん
さ
い斎
、
二じ

し氏
の
如ご
と

き
は
又ま
た
ま
た々

一い
つ
か家
の
豪ご
う
け
つ傑
に
て
、

是こ
れ

ハ
又
そ
の
所し
よ
け
ん見

あ
る
こ
と
な
り
。但
し
博は
く
し
き
ぶ
ん
し
や
う

識
文
章
の
み
に
て
、

儒じ
ゆ
け
ん見

の
陋ろ
う

は
免ぬ
け

が
た
き
も
の
な
り
と
、
或あ
る
せ
ん
せ
い

先
生
の
い
ひ
置を
か
れし

を

併あ
は
せし

る
す
も
の
な
り
。（「
四
書
序
之
部
」
中
庸
章
句
序
）

　
『
論
孟
精
義
』『
四
書
或
問
』
以
下
の
読
解
の
重
要
性
を
述
べ
、
朱

子
学
は
「
浅
近
」
な
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。
加
え
て
、「
或
先
生

の
説
」
と
し
、仁
斎
・
徂
徠
を
「
博
識
文
章
の
み
に
て
儒
見
の
陋
」
と
、

低
く
評
価
す
る
言
説
を
載
せ
る
。

　

朱
子
学
の
学
習
に
対
し
、『
論
語
集
注
』
を
読
解
す
れ
ば
充
分
と

は
し
な
い
。『
論
孟
精
義
』
以
下
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
。
つ

ま
り
、『
論
語
余
師
』
は
『
集
注
』
に
基
づ
く
箇
所
を
含
む
が
、
朱

子
学
の
深
い
理
解
を
目
的
と
し
な
い
。「
第
一
義
」と
し
て
掲
げ
る「
聖

人
の
道
」
の
学
習
を
目
的
と
す
る
著
作
で
あ
る
。
次
に
『
集
注
』
以

外
と
の
関
連
を
検
討
し
た
い
。

（
３
）
江
戸
期
の
儒
者
へ
の
言
及

　
『
論
語
余
師
』
で
は
江
戸
期
の
儒
者
の
言
及
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
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の
た
め
、
前
述
の
よ
う
に
、
古
く
は
、『
論
語
国
字
解
』
で
は
、「
往
々

雑
ふ
る
に
、
本
邦
大
儒
、
林
羅
山
、
熊
沢
蕃
山
、
木
下
順
庵
、
伊
藤

仁
斎
父
子
、荻
生
徂
徠
等
諸
家
の
説
を
以
て
し
た
り
」
と
も
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
、
羅
山
、
順
庵
、
仁
斎
の
説
は
見
え

な
い
。
こ
こ
で
は
「
公
山
弗
擾
以
費
畔
」
章
の
後
半
を
取
り
上
げ
、

対
比
し
、
江
戸
期
の
儒
者
へ
の
言
及
を
検
討
し
た
い
。

夫
、
音
扶
。
○
豈
徒
哉
、
言
必
用
我
也
。
為
東
周
、
言
興
周
道

於
東
方
。
○
程
子
曰
、
聖
人
以
天
下
無
不
可
有
為
之
人
、
亦
無

不
可
改
過
之
人
、
故
欲
往
。
然
而
終
不
往
者
、
知
其
必
不
能
改

故
也
。（『
集
注
』
陽
貨
）

聖
人
御を
ん
こ
た
へ
答
、さ
ほ
ど
に
ま
で
公こ
う
ざ
ん山
を
棄す
つ

べ
き
に
も
及お
よ
ばざ
る
な
り
。

今い
ま

我
を
召ま
ね
くこ
と
、
豈あ
に
い
た徒
づ
ら
ご
と
な
ら
ん
や
。
も
し
我わ
が
し
め
す示と
こ

ろ
を
用も
ち
ゆる
な
ら
バ
、
吾わ
れ

か
の
周し
う

の
徳と
く

の
さ
か
ん
な
り
し
如ご
と

く
、

徳と
く

を
東と
う
ほ
う方
に
ひ
ろ
め
ん
と
思
ふ
な
り
と
ぞ
。凡す
べ

て
聖
人
の
心
ハ
、

国く
に

の
み
だ
れ
、
民た
み

の
く
る
し
み
を
憂
う
れ
へ

玉
ふ
。
且か
つ

ま
た
い
か
や
う

の
中な
か

に
も
、
道み
ち

の
行を
こ
なは

れ
る
時じ
せ
つ節

あ
る
も
の
に
て
、
又
過あ
や

ま
ち

を
改あ
ら
ため

ぬ
人
、
も
ろ
き
も
の
ゆ
へ
に
、
か
く
仰を
ほ

せ
あ
り
し
な
り
。

先さ
き

だ
つ
て
南な
ん
し子
に
ま
み
へ
、
今
ま
た
公こ
う
ざ
ん
し

山
氏
へ
之ゆ
か
んと
思
し
玉
ふ

こ
と
、
聖
人
仁じ
ん
し
ん心
の
ふ
か
き
か
く
別べ
つ

の
義ぎ

な
り
。
こ
の
事こ
と
と
う等
ハ

東と
う
が
い
せ
ん
せ
い

涯
先
生
、博は
く
ろ
ん論
の
書し
よ

に
も
の
べ
た
り
。（『
論
語
余
師
』
陽
貨
）

　
『
論
語
余
師
』
で
は
『
集
注
』
の
「
豈
に
徒
な
ら
ん
や
は
、
必
ず

我
を
用
ふ
る
を
言
ふ
な
り
」
や
「
東
周
を
為
す
は
、
周
の
道
を
東
方

に
興
さ
ん
こ
と
を
言
ふ
」
に
基
づ
く
解
釈
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
の
諸
章
と
は
異
な
り
、
圏
点
以
下
の
程
子
の
「
聖
人
、
天
下

爲
す
こ
と
有
る
べ
か
ら
ざ
る
の
人
無
く
、
亦
た
過
ち
を
改
む
る
べ
か

ら
ざ
る
人
無
き
を
以
て
、
故
に
往
か
ん
と
欲
す
」
の
説
も
『
論
語
余

師
』
で
は
少
し
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

本
章
で
は
『
集
注
』
に
基
づ
き
、
そ
の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
説

い
て
い
る
と
も
言
え
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
以
前
に
は
評
判
の
悪
い

南
子
に
謁
見
し
、
今
回
は
逆
臣
で
あ
る
公
山
弗
擾
の
も
と
に
行
こ
う

と
し
た
こ
と
は
、
孔
子
に
深
い
考
え
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
す
る
。
南

子
、
公
山
弗
擾
に
つ
い
て
は
、
と
も
に
『
集
注
』
に
は
見
え
な
い
た

め
、
独
自
の
部
分
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
末
尾
に
こ
の
問
題
は
伊
藤
東

涯
の
『
経
史
博
論
』
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
す
る）

（1
（

。

　

末
尾
に
は
東
涯
の
説
の
存
在
が
示
さ
れ
る
。
東
涯
は
本
章
の
み
、

仁
斎
の
名
は
『
論
語
余
師
』
に
は
見
え
な
い
。
前
出
金
氏
は
『
論
語

余
師
』
に
は
『
集
注
』
に
加
え
て
、
古
義
学
の
影
響
が
あ
る
と
論
じ

る
。
し
か
し
、
管
見
の
限
り
で
は
、
経
文
の
読
み
方
や
解
釈
に
仁
斎

の
影
響
は
見
え
な
い
。
そ
の
上
、
東
涯
の
言
及
は
本
章
に
一
条
、
仁

斎
へ
の
言
及
に
至
っ
て
は
存
在
し
な
い
。
古
義
学
の
影
響
を
論
じ
る

の
は
難
し
い
。
ま
た
、
江
戸
期
の
儒
者
の
引
用
は
東
涯
の
み
で
は
な

い
。
以
下
に
二
条
を
示
す
。



渓
百
年
『
論
語
余
師
』
再
考

一
一
七

徂そ
ら
い
せ
ん
せ
い

来
先
生
の
語ご

に
も
、
そ
れ
人ひ
と

の
争
あ
ら
そ
ひと
い
ふ
ハ
、
自じ
し
ん身
の
存ぞ
ん

じ

よ
り
を
信き
ふ
く向
せ
ざ
る
人ひ
と

に
、
是ぜ

ひ非
に
信き
ふ
く向
な
さ
し
め
ん
と
す
る

よ
り
起を
こ

る
な
り
と
云
々
。（『
論
語
余
師
』
八
佾
「
君
子
無
所
爭
」

章
）

○
熊く
ま
ざ
は
せ
ん
せ
い

沢
先
生
の
曰い
は

く
、
凡す
べ

て
問と
ふ

ほ
ど
の
人
ハ
、
そ
の
人
の
言こ
と
ばを

信ま
こ
とと

す
る
も
の
ゆ
へ
に
、
答こ
た
ふる

も
の
も
必
ず
己お
の
れが

正た
ゞ
しし

明あ
き
らめ

ざ

る
こ
と
を
い
ふ
ま
じ
き
な
り
。
今
の
僧そ
う

ハ
只た
ゞ

仏ほ
と
けの

名な

を
唱
と
な
ふ
ると

、

身
に
僧そ
う
ゐ衣

を
着ち
や
くす

る
こ
と
ば
か
り
。
仏ぶ
つ
ぽ
う法

に
て
天て
ん
ぢ
く竺

の
教を
し
へに

も

か
な
は
ぬ
こ
と
を
の
べ
飾か
ざ

る
。
儒じ
ゆ
し
や者

の
国こ
つ
か家

に
益ゐ
き

な
き
と
お
な

じ
。（『
論
語
余
師
』
八
佾
「
哀
公
問
社
於
宰
我
章
」
章
）

　

こ
こ
に
引
用
し
た
の
は
『
論
語
余
師
』
に
見
え
る
荻
生
徂
徠
、
熊

沢
蕃
山
の
言
葉
で
あ
る
が
、
朱
子
学
に
対
し
て
護
教
的
な
姿
勢
を
取

る
な
ら
ば
、
江
戸
期
の
儒
者
よ
り
、
朱
子
学
者
の
学
説
を
引
用
す
る

べ
き
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、『
論
語
余
師
』
に
は
、
こ
こ
に
示
し
た
伊
藤
東
涯
、
荻

生
徂
徠
、
熊
沢
蕃
山
が
そ
れ
ぞ
れ
一
章
存
在
す
る
ほ
か
に
も
、
浅
見

絅
斎
（
一
章
、
雍
也
「
君
子
博
學
於
文
、
約
之
以
禮
」
章
）、
室
鳩

巣
（
二
章
、
述
而
「
用
之
則
行
、
舍
之
則
藏
」
章
、
陽
貨
「
鄙
夫
可

與
事
君
也
與
哉
」
章
）
も
引
用
さ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
『
論
語
余
師
』
に
お
け
る
江
戸
期
の
儒
者
の
学
説

の
引
用
自
体
は
多
く
な
い
。
し
か
し
、
特
徴
的
な
の
は
、
朱
子
学
、

古
義
学
、
古
文
辞
学
な
ど
、
一
つ
の
学
派
、
学
術
に
は
と
ら
わ
れ
ず
、

引
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
学
派
に
こ
だ
わ
ら
な
い
背
景
は
次
の

記
述
で
あ
ろ
う
。

学が
く
も
ん問
の
要よ
う

は
、
中ち
う
せ
い正
を
執と
り
ま
も
る守べ
く
し
て
、
偏か
た
よ
る倚
を
嫌き
ら
ふこ
と
な
り
。

物も
の

に
本ほ
ん
ば
つ末
あ
り
。
本
を
尊
と
む
べ
し
。
偏
倚
の
人
は
、
本
を
忘

る
ゝ
よ
し
な
り
。（「
四
書
之
部
」
凡
例
附
言
）

　

本
条
で
は
学
問
の
要
点
と
し
て
、「
中
正
」
を
守
り
、「
偏
倚
」
す

る
こ
と
を
否
定
す
る
。
こ
れ
は
「
物
有
本
末
、
事
有
終
始
。
知
所
先

後
、
則
近
道
矣
」
な
ど
の
『
大
学
章
句
』
な
ど
を
踏
ま
え
る
。
こ
れ

も
朱
子
の
影
響
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
論
語
余
師
』
で
は
な
い
が
、「
四
書
序
之
部
」
に
は
次
の

記
述
も
見
え
る
。

程て
い
し
せ
ん
せ
い

子
先
生
の
考か
ん
がへ
玉
ふ
ハ
、
こ
の
書し
よ

ハ
、
御ご
も
ん
じ
ん

門
人
の
内う
ち

有ゆ
う
じ
や
く
若
と

曽そ
う
し
ん参
と
こ
の
二ふ
た

か
た
の
御お
ん
で
し
し
う

門
弟
衆
の
認し
た
ため
し
書
な
ら
む
か
。
そ

の
証し
や
う
こ拠

に
は
此こ
の

二
人
の
み
を
子し

の
字じ

を
記し
る
して

称と
な
ふる

と
て
、
本ほ
ん
ぽ
う邦

の
徂そ
ら
い
し

来
氏
ハ
、
琴
き
ん
ち
や
う張

原げ
ん
け
ん
じ
し

憲
二
子
の
作さ
く

な
り
。
夫そ
れ

ゆ
へ
二
子
の
み

名な

を
し
る
せ
し
よ
し
な
り
。
し
か
れ
ど
も
孰い
づ
れが

是ぜ

、
孰い
づ
れが

非ひ

、

後こ
う
せ
い世
の
も
の
種し
ゆ
じ
ゆ々

の
説せ
つ

あ
り
。
益え
き

な
き
こ
と
也な
り

。
先せ
ん
ぱ
い輩
の
い
ひ

し
に
て
よ
ろ
し
き
な
り
。（「
四
書
序
之
部
」
論
語
序
説
）

　
『
論
語
』
を
編
纂
し
た
人
物
に
関
す
る
程
子
の
説
に
対
し
、
徂
徠

の
琴
張
・
原
憲
す
る
説
を
示
す
。
両
説
を
併
記
す
る
よ
う
に
見
え
る



一
一
八

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
六
輯

が
、
加
え
て
、
そ
れ
ら
の
説
の
是
非
を
論
じ
こ
と
は
無
益
と
し
、
先

輩
、
こ
こ
で
は
程
子
に
従
う
べ
き
と
す
る
。

　

本
条
で
は
、
両
論
を
併
記
し
つ
つ
も
朱
子
学
的
な
解
釈
を
尊
重
す

る
態
度
を
示
す
。
こ
れ
は
先
ほ
ど
の
「
中
正
」
を
守
り
、「
偏
倚
」

を
否
定
す
る
態
度
と
も
合
致
す
る
。
百
年
は
『
集
注
』
を
主
と
す
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
朱
子
学
と
異
な
る
学
派
を
否
定
す
る
態
度
に
は
な

ら
な
い
。

（
４
）
百
年
の
自
説
に
つ
い
て

　
『
論
語
余
師
』
に
は
、『
集
注
』
と
大
き
く
異
な
る
百
年
の
自
説
と

も
い
う
べ
き
解
釈
も
存
在
す
る
。

　

こ
こ
で
は
、「
攻
乎
異
端
」
章
（
為
政
）
を
取
り
上
げ
、
百
年
の

自
説
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
経
文
「
子
曰
、
攻
乎
異
端
、
斯
害
也

已
」
に
対
し
て
、
次
の
記
述
が
見
え
る
。

范
氏
曰
、
攻
、
專
治
也
、
故
治
木
石
金
玉
之
工
曰
攻
。
異
端
、

非
聖
人
之
道
、
而
別
為
一
端
、
如
楊
墨
是
也
。
其
率
天
下
至
於

無
父
無
君
、
專
治
而
欲
精
之
、
為
害
甚
矣
。
○
程
子
曰
、
佛
氏

之
言
、
比
之
楊
墨
、
尤
為
近
理
、
所
以
其
害
為
尤
甚
。
學
者
當

如
淫
聲
美
色
以
遠
之
、
不
爾
、
則
駸
駸
然
入
於
其
中
矣
。（『
集

注
』
為
政
）

都す
べ
てて
流り
う
ぎ儀
の
ち
が
ひ
た
る
こ
と
や
。
ま
た
は
心
だ
て
違ち
が
いた
る
を

異い
た
ん端
と
い
ふ
。
端を
も
むき
異こ
と

な
り
と
の
義ぎ

な
り
。
し
か
れ
ば
互た
が
ひに
理り

を
以も
つ

て
攻せ
り
あ
ひ合
た
り
と
も
益ゐ
き

な
き
の
み
な
ら
ず
。
却か
へ
つて
斯こ
れ

争あ
ら
ひ
いの

害が
い

あ
る
而の

み已
と
ぞ
。（『
論
語
余
師
』
為
政
）

　
『
集
注
』
は
范
氏
の
説
を
引
き
、
異
端
を
聖
人
の
道
で
は
な
く
、

別
の
一
端
、
楊
朱
や
墨
翟
の
よ
う
な
存
在
と
す
る
。
こ
れ
に
加
え
、

圏
外
に
、
程
子
の
説
を
引
き
、
仏
教
の
言
説
は
楊
朱
や
墨
翟
よ
り
も

害
を
為
す
存
在
と
し
て
言
及
す
る
。

　
『
論
語
余
師
』
は
大
き
く
異
な
る
解
釈
で
あ
る
。「
異
端
」
を
「
流

儀
の
ち
が
ひ
」、ま
た
は
「
心
だ
て
違
た
る
」
存
在
と
す
る
。
加
え
て
、

『
集
注
』
で
論
じ
ら
れ
る
楊
朱
や
墨
翟
、
さ
ら
に
は
、
仏
教
に
は
全

く
言
及
し
な
い）

（1
（

。

　

本
章
に
お
け
る
『
集
注
』
は
本
注
が
「
范
氏
曰
」
で
あ
り
、
圏
外

の
説
が
「
程
子
曰
」
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
圏
外
の
説
を
改
め
る
こ

と
が
あ
る
の
は
確
認
し
た
。
本
章
の
本
注
に
注
目
す
る
と
、
朱
子
で

は
な
く
、
范
氏
の
説
の
た
め
、
改
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、本
章
と
同
様
に
本
注
が
引
用
に
依
拠
す
る
場
合
を
「
愛
之
、

能
勿
勞
乎
」
章
（
憲
問
）
か
ら
検
討
し
た
い
。
経
文
「
子
曰
愛
之
、

能
勿
勞
乎
。
忠
焉
、
能
勿
誨
乎
」
に
次
の
記
述
が
見
え
る
。

蘇
氏
曰
、
愛
而
勿
勞
、
禽
犢
之
愛
也
。
忠
而
勿
誨
、
婦
寺
之
忠

也
。
愛
而
知
勞
之
、
則
其
為
愛
也
深
矣
。
忠
而
知
誨
之
、
則
其

為
忠
也
大
矣
。（『
集
注
』
憲
問
）



渓
百
年
『
論
語
余
師
』
再
考

一
一
九

子こ

を
愛あ
い

す
る
に
ハ
、学が
く
も
ん問
を
務つ
と
めは
げ
ま
し
む
。
君き
み

に
忠ち
う

な
ら
ば
、

よ
く
諌か
ん
げ
ん言
を
奉た
て
まつ
る
べ
し
。
愛あ
い

す
と
な
ら
ば
、
苦く
ら
う労
の
つ
と
め

を
い
た
さ
し
む
。
忠あ
つ
く
き
み君を
大た
い
せ
つ切
に
存ぞ
ん

ゼ
バ
、
説よ
ろ

こ
び
玉
は
ざ
る

の
忠ち
う
げ
ん言
を
奉た
て

ま
つ
る
べ
し
と
な
り
。（『
論
語
余
師
』
憲
問
）

　
『
集
注
』
に
引
く
蘇
氏
の
説
で
は
、
愛
し
て
も
苦
労
さ
せ
な
い
の

は
禽
犢
（
動
物
）
の
愛
、
真
心
が
あ
っ
て
も
、
過
ち
を
正
さ
な
い
の

は
婦
寺
（
婦
人
と
宦
官
）
の
忠
と
す
る
。

　
『
論
語
余
師
』
で
は
、
子
へ
の
愛
と
し
て
学
問
、
主
君
へ
の
忠
と

し
て
諌
言
を
挙
げ
、本
章
を
解
釈
し
て
い
る
。
先
ほ
ど
確
認
し
た「
攻

乎
異
端
」
と
同
様
に
『
集
注
』
と
は
異
な
る
解
釈
で
あ
る
。

　
『
集
注
』
の
「
攻
乎
異
端
」
章
、「
愛
之
、
能
勿
勞
乎
」
章
に
共
通

す
る
の
は
、
本
注
が
朱
子
で
は
な
く
、
引
用
に
大
き
く
依
拠
す
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
二
章
に
見
え
る
よ
う
に
、『
論
語
余
師
』で
は
、

音
注
、
語
注
、
圏
外
の
説
を
除
き
、
朱
子
の
注
が
あ
る
と
き
は
、
そ

の
解
釈
に
基
づ
き
、
朱
子
で
は
な
く
、
他
者
の
説
に
依
拠
す
る
場
合

は
、
百
年
の
自
説
を
交
え
る
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
仁
斎

や
徂
徠
の
よ
う
な
一
家
の
説
を
立
て
る
態
度
で
は
な
い
。

　

こ
の
ほ
か
、『
論
語
余
師
』
と
『
集
注
』
の
異
な
る
点
に
「
天
朝
」

の
問
題
が
あ
る
。
こ
の
問
題
は
前
出
高
井
氏
が
「
天
朝
思
想
」
と
題

し
、「
凡
例
附
言
」
な
ど
を
用
い
、
詳
し
く
論
じ
て
い
る）

（1
（

。
高
井
氏

は
百
年
が
「
日
本
は
世
界
諸
国
の
朝
廷
で
あ
り
、
他
の
国
々
の
及
ぶ

所
」
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
百
年
の
こ
の
態
度
は
『
論
語
余

師
』
に
は
、
し
ば
し
ば
見
え
る
。
以
下
に
そ
の
代
表
的
な
二
条
を
示

す
。

天て
ん
ち
や
う
朝
の
中も
ろ
こ
し華
西て
ん
じ
く夷
に
上か
み

た
る
事こ
と

ハ
、
此こ
ゝ

に
外ほ
か

な
ら
ざ
る
を
以も
っ

て

な
り
。（『
論
語
余
師
』
泰
伯
「
其
可
謂
至
德
也
已
矣
」
章
）

夫そ
れ　

天て
ん
ち
や
う朝の

み
真し
ん

に
天て
ん
し子

の
国く
に

な
り
。
中も
ろ
こ
し華

の
文ぶ
ん
も
つ物

美び

な
り
と

い
へ
ど
も
、外ぐ
は
い
こ
く国を

以
て
比ひ

を
な
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
論ろ
ん

な
し
。

（『
論
語
余
師
』
子
罕
「
子
欲
居
九
夷
」
章
）

　

二
条
と
も
に
中
国
の
み
な
ら
ず
、
他
国
に
対
し
て
も
日
本
の
優
位

を
主
張
す
る
。
こ
れ
は
「
四
書
之
部
」
全
体
に
共
通
す
る
。
こ
れ
は

江
戸
期
の
儒
者
や
徳
川
光
圀
へ
の
評
価
に
つ
な
が
る
態
度
と
も
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、『
論
語
余
師
』
に
朱
子
以
外
の
江
戸
期
の
儒

者
の
言
説
を
引
用
す
る
こ
と
も
是
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

五
、
む
す
び
に
代
え
て

　

本
稿
で
は
、
江
戸
期
『
論
語
』
訓
蒙
書
の
一
端
と
し
て
、『
論
語

余
師
』
に
お
け
る
『
論
語
』
解
釈
を
『
論
語
集
注
』
と
の
関
係
を
中

心
と
し
て
検
討
し
た
。

　
『
経
典
余
師　

四
書
之
部
』
の
先
行
研
究
で
は
、
そ
の
解
釈
は
、

朱
熹
の
注
釈
に
拠
る
と
す
る
も
の
、
江
戸
期
の
儒
者
を
交
え
る
と
す



一
二
〇

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
六
輯

る
も
の
、
古
義
学
、
陽
明
学
の
影
響
と
種
々
に
論
じ
ら
れ
て
い
た
。

　
「
凡
例
附
言
」
で
は
「
聖
人
の
道
」「
聖
人
の
教
」
の
学
習
が
強
調

さ
れ
る
。
こ
れ
は
『
大
学
章
句
』
を
踏
ま
え
る
が
、
朱
子
学
へ
の
言

及
は
な
い
。
ほ
か
に
も
、
江
戸
期
の
学
術
に
言
及
し
、
各
学
派
が
並

び
立
っ
た
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
尊
崇
す
る
学
派
は
示
さ

ず
、
並
列
に
と
ど
め
て
い
る
。

　
『
論
語
余
師
』
に
は
『
論
語
集
注
』
に
基
づ
く
解
釈
が
多
い
。
た

だ
し
、
そ
れ
は
「
此
書
の
註
解
は
総
て
朱
註
に
拠
」
る
こ
と
を
意
味

し
な
い
。
朱
子
の
本
注
は
用
い
ら
れ
る
が
、
音
注
や
語
注
、
加
え
て
、

多
く
の
場
合
、
圏
外
の
説
も
省
略
さ
れ
る
。

　

ま
た
、『
朱
子
語
類
』
や
『
四
書
或
問
』
な
ど
の
朱
子
の
他
の
著

作
か
ら
の
引
用
は
存
在
し
な
い
。
さ
ら
に
、
江
戸
初
期
か
ら
中
期
の

『
論
語
』訓
蒙
書
に
見
え
る『
論
語
大
全
』を
始
め
と
す
る
明
代
の『
論

語
』
注
釈
書
の
影
響
も
存
在
し
な
い
。『
論
語
余
師
』
で
は
、
朱
子

の
著
作
と
し
て
は
『
論
語
集
注
』
の
み
が
用
い
ら
れ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、「
四
書
序
之
部
」で
は
朱
子
学
の
学
習
に
お
け
る『
論

孟
精
義
』『
四
書
或
問
』
等
の
重
要
性
が
言
及
さ
れ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
を
用
い
て
、
解
釈
は
行
わ
な
い
。
つ
ま
り
、『
論
語
余
師
』

は
朱
子
学
の
深
い
理
解
を
目
指
し
て
作
成
さ
れ
た
著
作
で
は
な
い
。

初
学
者
に
向
け
て
、『
論
語
集
注
』
を
用
い
、「
聖
人
の
道
」
の
学
習

を
目
的
と
し
た
著
作
で
あ
る
。
た
だ
し
、江
戸
期
の
儒
者
の
引
用
や
、

し
ば
し
ば
見
え
る
初
学
者
へ
の
配
慮
も
含
め
て
、『
論
語
集
注
』
を

引
き
写
し
た
著
作
な
ど
で
は
な
い
。
こ
れ
は
『
論
語
集
注
』
に
お
い

て
、
他
者
の
説
に
大
き
く
依
拠
す
る
場
合
に
は
百
年
の
自
説
に
よ
っ

て
解
釈
す
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

江
戸
期
の
儒
者
は
、
東
涯
、
徂
徠
、
蕃
山
な
ど
学
派
に
こ
だ
わ
ら

ず
、言
及
し
て
い
る
。
こ
の
背
景
は
百
年
の
い
う
「
中
正
」
を
守
り
、

「
偏
倚
」
を
否
定
す
る
態
度
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
江
戸
期
の
儒
者

の
問
題
は
日
本
が
諸
外
国
に
比
べ
て
優
れ
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
く

点
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

本
稿
は
『
論
語
集
注
』
の
関
係
を
主
と
し
た
た
め
、
江
戸
期
『
論

語
』
訓
蒙
書
に
お
け
る
『
論
語
余
師
』
の
位
置
づ
け
、他
の
『
論
語
』

訓
蒙
書
と
の
解
釈
手
法
の
異
同
、
さ
ら
に
は
『
論
語
余
師
』
以
外
の

一
連
の
『
経
典
余
師
』
の
関
係
な
ど
に
も
言
及
で
き
な
か
っ
た
。
全

て
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
１
）　

江
戸
期
の
『
論
語
』
訓
蒙
書
に
つ
い
て
は
、『
國
學
院
大
學
大
学
院
特
定

課
題
研
究 

江
戸
期
『
論
語
』
訓
蒙
書
の
研
究
─
第
一
集
』（
國
學
院
大
學
大

学
院
、
二
〇
一
九
）、『
同　

第
二
集
』（
國
學
院
大
學
大
学
院
、
二
〇
二
〇
）、

拙
稿
「
毛
利
貞
斎
『
重
改
論
語
集
註
俚
諺
鈔
』
に
つ
い
て
─
引
用
諸
註
を

中
心
と
し
て
」（『
日
本
儒
教
学
会
報
』
第
四
号
、
二
〇
二
〇
）、
石
本
道
明



渓
百
年
『
論
語
余
師
』
再
考

一
二
一

「
中
村
惕
斎
『
論
語
示
蒙
句
解
』
小
考
─
学
問
は
人
格
の
陶
治
の
た
め
に
─
」

（『
新
し
い
漢
文
学
教
育
』
第
六
九
号
、
二
〇
一
九
）
参
照
。

（
２
）　
『
江
戸
の
読
書
熱
─
自
学
す
る
読
者
と
書
籍
流
通
』第
三
章「『
経
典
余
師
』

と
い
う
モ
デ
ル
」（
平
凡
社
選
書
、
二
〇
〇
七
）
参
照
。

（
３
）　
「
序
に
か
え
て
─
〈
師
匠
い
ら
ず
〉
の
〈
独
り
学
問
〉
を
広
め
た
「
経
典

余
師
」
─
」（『
経
典
余
詩
師
集
成
』
所
収
、
大
空
社
、
二
〇
〇
九
）

（
４
）　
『
経
典
余
師
』
へ
の
言
及
は
高
橋
敏
『
江
戸
の
教
育
力
』（
ち
く
ま
新
書
、

二
〇
〇
七
年
）
も
あ
る
。
ま
た
、
井
上
泰
至
氏
は
、『
余
師
』
を
「
儒
教
解

説
書
」
と
し
、「
平
易
な
解
説
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
十
九
世
紀
の
庶
民

の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
っ
た
。
寺
子
屋
の
師
匠
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
も
あ
り
、

自
学
自
習
者
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
も
読
ま
れ
た
」（『
日
本
思
想
史
事
典
』

所
収
「
江
戸
後
期
の
庶
民
文
化
」、
丸
善
出
版
社
、
二
〇
二
〇
）
と
す
る
。

（
５
）　
『
渓
百
年
と
そ
の
思
想
─
安
藤
昌
益
と
の
一
致
─
』（
三
宅
正
彦
『
安
藤

昌
益
の
思
想
史
的
研
究
』
所
収
、
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
一
）
同
論
文
は
、

渓
百
年
の
生
涯
、
著
作
、
先
行
研
究
、
思
想
を
詳
述
す
る
。
こ
の
う
ち
、

渓
百
年
の
生
涯
は
、
安
居
總
子
氏
「
江
戸
期
に
お
け
る
漢
文
教
育
四
、五
─

渓
百
年
と
『
経
典
余
師
』（
一
）（
二
）（『
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
』
第

六
七
、六
八
号
、
全
国
漢
文
教
育
学
会
、
二
〇
一
八
、二
〇
一
九
）、
同
氏｢

渓
百
年
と
『
経
典
余
師
』｣

（『
講
座
近
代
日
本
と
漢
学
』
第
二
巻
「
漢
学
と

漢
学
塾
」
所
収
、
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
二
〇
）
も
あ
る
。

（
６
）　
「
庶
民
經
學
到
天
朝
正
學 

以
溪
百
年
《
經
典
餘
師·

四
書
》
爲
考
察
核
心
」

（『
嶺
南
學
報
』
復
刊
號
（
第
一
、二
輯
合
刊
、
二
〇
一
五
）

（
７
）　
「
宋
明
儒
学
の
受
容
」（『
日
本
思
想
史
事
典
』、
丸
善
出
版
社
、
二
〇
二
〇
）

（
８
）　
「
四
書
之
部
」
凡
例
附
言
「
さ
て
字じ
つ
き策
を
以も

つ

て
文も

ん
じ字
を
つ
き
、
一い

ち
じ字
の
訓く

ん

よ
み
終を

は

る
ま
で
は
、
字じ

を
つ
き
て
う
ご
く
べ
か
ら
ず
。
た
と
へ
ば
、
其そ

の

と

よ
む
う
ち
は
、
其そ
の

の
字じ

を
つ
き
、
差た

が
はと
よ
み
出い

だ

す
時と

き

に
、
差た

が
はの
字じ

へ
う
つ

る
べ
し
。
是こ
れ
ど
く
し
よ

読
書
の
法ほ

ふ

な
り
。
必
ず
た
が
へ
あ
や
ま
る
事こ

と

な
か
れ
。」

（
９
）　
『
大
学
章
句
』「
古
之
欲
明
明
德
於
天
下
者
、
先
治
其
國
。
欲
治
其
國
者
、

先
齊
其
家
。
欲
齊
其
家
者
、
先
脩
其
身
。
…
。」、
大
学
章
句
序
「
則
又
皆

本
之
人
君
躬
行
心
得
之
餘
，
不
待
求
之
民
生
日
用
彝
倫
之
外
、
是
以
當
世

之
人
無
不
學
」

（
10
）　
「
四
書
之
部
」
凡
例
附
言
「
古こ

義ぎ

学が
く

は
伊い

と
う
じ
ん
さ
い
せ
ん
せ
い

藤
仁
斎
先
生
よ
り
お
こ
る
。

其そ
の
ひ
と人

寛く
は
ん
じ
ん

仁
の
長ち

や
う
じ
や者

に
て
、
め
づ
ら
し
き
大た

い
じ
ゆ儒

な
り
。
閑か

ん
さ
ん
ろ
く

散
禄
と
い
へ
る
書し

よ

に
く
は
し
け
れ
バ
こ
ゝ
に
略
し
ぬ
。」
同
「
古こ

ぶ
ん
じ
が
く

文
字
学
は
徂そ

ら
い
せ
ん
せ
い

来
先
生
の
学が

く

な

り
。
世よ

に
天て

ん
ち
や
う朝
の
一
人
な
り
と
い
ふ
。
文ぶ

ん
が
く
ぶ
へ
ん

学
武
辺
に
通つ

う
だ
つ達
し
、
治ち

ら
ん
ゆ
う
よ
う

乱
有
用

の
器き
り
や
う量
な
り
と
ぞ
、
閑か

ん
さ
ん
ろ
く

散
禄
に
出い

で

し
た
れ
ど
も
、
其そ

の
と
く徳
の
高た

か
きこ
と
を
是ぜ

ひ非

に
お
と
し
た
る
ハ
惜を
し
きこ
と
な
り
。
か
や
う
の
人
は
儒じ

ゆ
け
ん見
に
て
み
る
べ
か
ら

ざ
る
な
り
と
伝つ
た

ふ
」

（
11
）　
「
四
書
之
部
」
凡
例
附
言
「
度わ
た
ら
い會
、
山や

ま
ざ
き崎
、
浅あ

さ
み見
、
井い

ざ
わ沢
の
諸し

よ
く
ん
し

君
子
は
、
と

も
に
宋そ
う
が
く学

の
人
々
な
れ
ど
も
、
例れ

い

の
巫ぶ

し
ゆ
く祝

神し
ん
と
う道

の
事こ

と

に
そ
み
し
か
た
〴
〵

な
り
」

（
12
）　

こ
れ
ら
は
「
凡
例
附
言
」
の
「
○
読ど
く
ほ
う法

よ
み
か
た
な
り
」
な
ど
に
も
詳



一
二
二

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
六
輯

し
い
。

（
13
）　
『
論
語
余
師
』
八
佾
「
哀
公
問
社
於
宰
我
」
章
「
哀あ
い
こ
う公
社し

や

の
義
を
御ご

も
ん
じ
ん

門
人

宰さ
い
が我
に
問と

ひ

玉
ふ
。
社や

し
ろの
義ぎ

ハ
、
古い

に
しへ
土と

ち地
に
功く

ど
く徳
あ
る
人ひ

と

を
其そ

の
と
こ
ろ処に
祭ま

つ

る
。

天て
ん
ち
や
う
朝
の
鎮ち

ん
じ
ゆ守
産う

ぶ
す
な
う
じ

土
氏
神
等と

う

な
り
。
…
」

（
14
）　

こ
の
問
題
は
注
（
１
）
前
出
の
拙
稿
に
お
い
て
論
じ
た
。

（
15
）　
『
論
語
余
師
』
泰
伯
「
學
如
不
及
」
章
「
学が
く
も
ん問
の
道み

ち

の
専せ

ん
よ
う要
な
り
。
…
。

若も
し

明め
う
に
ち日
を
待ま

つ

て
と
の
詞こ

と
ばは
甚

は
な
は
だ

悪あ
し

き
事こ

と

な
り
と
、
程て

い
し
せ
ん
せ
い

子
先
生
の
給
ひ
し
。」

（
16
）　

光
圀
へ
の
言
及
は
、『
論
語
余
師
』
為
政
「
何
爲
則
民
服
」
章
に
「
…
。

人ひ
と

を
敬う

や

ま
ひ
て
言こ

と
ばす

く
な
く
、
権け

ん
ゐ威

の
人ひ

と

や
婦ふ

じ
ん人

の
も
の
に
愛あ

い
そ
う相

な
き
ほ

ど
の
者も
の

は
多お

ゝ

く
は
正せ

い
ち
よ
く直

な
る
者も

の

也
と
。
黄こ

う
も
ん
め
い
こ
う

門
明
公
の
仰を

ふ
せら

れ
し
」
と
す
る

よ
う
に
他
箇
所
に
も
引
用
が
見
え
る
。

（
17
）　

東
涯
の
議
論
は
『
経
史
博
論
』
巻
三
「
子
見
南
子
論
」
に
見
え
る
。

（
18
）　

百
年
は
仏
教
を
排
撃
す
る
よ
う
な
態
度
を
取
る
こ
と
は
な
い
。
注
（
５
）

に
示
し
た
高
井
氏
の
論
文
に
仏
教
と
の
関
係
へ
の
言
及
が
あ
る
。

（
19
）　
「
天
朝
」
に
つ
い
て
は
、
注
（
６
）
に
示
し
た
金
氏
の
論
文
で
も
言
及
が

あ
り
、
水
戸
学
の
影
響
と
す
る
が
首
肯
し
難
い
。

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕
経
典
余
師　

論
語
余
師　

論
語
集
注　

渓
百
年　

訓
蒙


